
意
味
に
お
い
て
も
、
本
書
の
刊
行
は
、
ま
さ
に
時
宜
を
得
た
、
そ
し
て
契
機
的

な
も
の
で
あ
る
と
言
い
得
て
く
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
右
の
こ
と
に
ち
な
ん
で
言
え
ば
、
本
書
に
附
鼓
さ
れ
て
い
る

「
森
鹿

三
先
生
と
木
簡
研
究
」
(
大
庭
倫
氏
記
)
は
、
先
騒
者
に
必
然
的
に
荷
せ
ら
れ

る
苦
闘
の
道
程
を
肉
薄
的
に
叙
述
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
一
讃
の
償
値
が
あ

る
。
敢
て
蛇
足
を
加
え
れ
ば
、
以
上
の
こ
の
拙
評
が
、
卒
板
な
も
の
に
終
止
し

て
し
ま
っ
た
事
由
も
、
こ
の
大
庭
氏
の
周
到
な
一
篇
の
存
在
に
依
る
の
か
も
知

れ
ぬ
。最

後
に
、
居
延
筒
研
究
の
駿
尾
に
付
し
た
者
の
一
人
と
し
て
、
著
者
の
功
業

に
敬
意
を
表
し
、
本
書
の
上
梓
を
皮
質
し
つ
つ
、
筆
を
捌
く
。
(
尾
形

勇
)

清
代
重
要
職
官
の
研
究

楢

木

野

宣

著

昭
和
五
十
年
三
月
東
京
風
間
書
房

A
5
剣

本
文
及
び
清
代
重
要
職
官
在
職
者
遇
検
共
六
五
二
頁
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本
著
の
著
者
檎
木
野
宣
氏
は
群
馬
大
事
に
在
職
せ
ら
れ
、
長
ら
く
清
代
官
制

に
闘
す
る
研
究
を
行
っ
て
こ
ら
れ
た
が
、
そ
の
研
究
成
果
を
本
著
に
ま
と
め
ら

れ
た
。
本
箸
の
あ
と
が
き
に
よ
れ
ば
、
氏
は
本
者
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
「
清
代

重
要
職
官
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
と
、
そ
の
附
篇
で
あ
る
「
清
代
線
旗
兵
制

の
研
究
」
を
、
東
京
教
育
大
拳
に
博
土
論
文
と
し
て
提
出
さ
れ
、
文
事
博
士
の

率
位
を
授
輿
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
誠
に
本
者
こ
そ
氏
の
精
魂
を
こ
め
ら
れ
た
貴

重
な
労
作
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
五
口
々
が
本
草
告
を
通
議
す
れ
ば
、
氏
の
並
々
な

ら
ぬ
研
究
の
跡
が
随
所
に
み
ら
れ
、
五
回
・4
後
撃
に
幾
多
の
示
唆
を
輿
え
る
好
著

と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
の
ご
と
き
浅
間
学
の
徒
、
か
、
本
著
を
書
評
す
る
こ
と
は
、

誠
に
借
越
の
極
み
で
あ
る
が
、
氏
と
同
様
な
問
題
関
心
を
有
す
る
者
と
し
て
、

こ
こ
に
拙
筆
を
も
省
み
ず
、
い
さ
さ
か
の
所
見
を
披
濯
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
本
草
告
は
本
篇

・
附
篇

か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
氏
の
あ
と
が
き
に
よ
れ

ば
、
氏
は
最
初
清
代
総
旗
兵
制
の
研
究
に
従
い
、
の
ち
問
題
の
閥
心
が
満
漢
任

用
の
多
寡
の
比
較
研
究
に
移
っ
た
と
あ
る
。
氏
は
こ
れ
ま
で
こ
れ
ら
に
闘
す
る

数
々
の
研
究
論
文
を
各
誌
に
公
表
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

本
著
を
公
表
す

る
に
際
し
て
、

今
迄
の
研
究
の
不
備
な
貼
に
補
正
を
加
え
ら
れ
、
現
段
階
に
お

け
る
氏
の
研
究
成
果
を
網
羅
さ
れ
た
。
こ
こ
で
ま
ず
本
著
の
構
成
に
従
い
、
最

初
に
本
篇
の
論
駄
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

序

章

清

代

重
要
職
官
研
究
の
課
題

第
一
章

重
要
職
官
満
漢
比
較
上
の
諸
問
題

第
二
章

重
要
職
官
満
漢
比
較
の
要
領

第

三

章

総
督
満
漢
比
率
の
幾
動

第
四
章
巡
撫
満
漢
比
率
の
出
現
動

第
五
章
大
事
土
満
漢
比
率
の
脳
波
動

第
六
章
軍
機
大
臣
満
漢
比
率
の
後
動

第
七
章
部
院
大
臣
満
漢
比
率
の
繁
動

第
八
章
満
漢
比
率
の
襲
動
と
満
洲
政
権
の
消
長

結

章

清

代

重
要
職
官
の
特
色

序
章
で
氏
は
、
清
代
の
重
要
職
官
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
沿
革

・
設
置

・

組
織

・
職
掌
・
意
義
等
に
つ
い
て
究
明
す
る
こ
と
と
、
同
時
に
こ
れ
ら
の
重
要

職
官
に
つ
い
て
の
満
漢
任
用
の
多
寡
を
比
絞
研
究
す
る
こ
と
が
、
満
洲
政
檎
の

-113ー
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消
長
と
も
密
接
に
開
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
清
代
史
研
究

に
お
け
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
従
来
の
研
究
に
み

ら
れ
る
、
清
朝
は
原
則
と
し
て
重
要
職
官
に
お
け
る
満
漢
一
鐙

・
満
漢
併
用
を

適
用
し
た
が
、

賀
際
の
任
用
に
お
い
て
は
満
厚
漢
薄
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
既

定
の
事
官
に
な
っ
て
い
る
鮎
に
つ
い
て
は
疑
問
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
氏
に
よ

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
誤
解
が
生
ず
る
の
は
、
清
一
代
に
わ
た
る
中
央
・
地
方
の

重
要
職
官
の
任
用
の
質
際
の
推
移
に
徴
し
て
仔
細
に
再
検
討
し
、
そ
の
結
果
よ

り
鈎
納
し
て
立
論
し
な
い
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
氏
は
第

一・
掌
で
、
清
代
重
要
職
官
任
用
に
お
け
る
満
厚
漢
薄
を
再
検
討
す
る
に
際
し
て

の
主
要
な
問
越
鮎
と
研
究
の
困
難
さ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

θ

重
要
職
官
在
職
者
の
貫
敏
把
揮
。
こ
こ
で
は
約
二
高
名
に
近
い
重
要
職
官
在
職

者
の
延
数
か
ら
重
複
を
整
理
し
て
綿
貫
数
を
明
確
に
把
僅
す
る
際
の
煩
演
な
操

作
と
多
大
の
時
間
と
努
力
。
。
重
要
職
官
在
職
者
の
満
漢
判
別
。
こ
こ
で
は
満

漢
剣
別
に
際
し
て
の
検
出
不
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
の
識
別
の
困
難
さ
が
あ

る
。
②
重
要
職
官
在
職
者
の
在
職
規
定
。

こ
こ
で
は
清
代
重
要
職
官
の
任
菟
に

関
連
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
権
行
使
者
の
質
情
を
明
ら
か
に
す
る
際
の
規
定
の

問
題
が
あ
る
。(⑬
重
要
職
官
在
験
者
の
満
漢
比
較
。
こ
こ
で
は
重
要
職
官
在
職

者
の
滅
漢
の
厚
鴻
如
何
を
比
較
検
討
す
る
際
の
方
法
の
検
討
が
あ
る
。

第
二
章
で
は
第
二
阜
で
の
諮
問
題
に
つ
い
て
の
氏
の
取
組
み
に
つ
い
て
の
諸

要
領
と
経
過
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果

。
全
重
要
職
官
在
職
関
係
者

の
総
資
数
は
二
、
二
二

O
名
で
あ
る
こ
と
、

@
清
代
重
要
職
官
在
職
者
全
員
の

在
職
状
況
、
並
び

に
そ
れ
ぞ
れ
の
在
職
期
間
を
満
洲
・

蒙
古

・
漢
軍

・
漠
人
の

別
に
し
、
前
三
者
に
つ
い
て
は
隷
属
旗
別
、
漢
人
に
つ
い
て
は
出
身
地
域
別
、

さ
ら
に
満
洲
・

蒙
古

・
漢
寧

・
漢
人
す
べ
て
に
つ
い
て
の
仕
途
別
の
各
典
後
を

明
ら
か
に
し
て
こ
れ
ら
を
集
大
成
し
て

〈
清
代
重
要
職
官
在
職
者
通
検
〉
と
名

づ
け
ら
れ
た

o
e満
漢
在
職
者
の
多
寡
厚
薄
を
比
較
検
討
す
る
際
、
事
費
上
の

在
職
者
を
在
職
者
と
み
て
、
一
旦
任
命
さ
れ
た
も
の
で
も
そ
の
任
に
い
な
い
よ

う
な
場
合
は
除
外
さ
れ
た
。
@
重
要
職
官
在
職
者
満
漢
比
較
に
際
し
て
、
そ
の

人
数
の
多
寡
は
各
十
年
ご
と
の
比
較
方
法
を
採
用
さ
れ
た
(
在
職
者
数
の
満
渓

比
較
)
。
し
か
し
人
数
の
多
寡
だ
け
の
比
較
で
は
、
各
年
間
の
任
莞
異
動
が
考

慮
さ
れ
な
い
飲
貼
が
あ
る
。
そ
こ
で
氏
は
、
月
を
軍
位
と
し
て
、
各
月
ご
と
の

在
職
者
の
満
漢
別
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
満
漢
そ
れ
ぞ
れ
笛
該
年
間
の
在
職

月
数
を
比
較
す
る
方
法
を
と
り
(
在
職
月
数
の
櫛
漢
比
率
)
、
〈
満
漢
百
分
比
率

算
定
表
〉
を
作
成
さ
れ
た
。
そ
の
際
、

蒙
古
は
満
側
に
入
れ
る
が
、
漢
軍
に
闘

し
て
は
、
満
側
に
入
れ
る
場
合
と
、
漢
人
側
に
入
れ
る
場
合
の
二
方
法
を
並
列

さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
要
領
に
よ
っ
て
入
闘
後
の
一
六
四
四
(
順
治
元
)
年
か

ら
辛
亥
革
命
の
一
九
一
一
(
宣
統
三
)
年
ま
で
の
全
重
要
職
官
滴
漢
比
率
の
愛

動
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
た
。

第
三
章
か
ら
第
七
章
ま
で
は
、
清
代
重
要
職
官
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
満

漢
比
率
の
地
変
動
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
が
、
順
次
そ
の
要
鮎
の
み

を
列
血
申
し
て
お
こ
う
。

第
三
章
線
督
満
漢
任
用
の
質
態

。
在
職
者
数
の
満
漢
比
較
。

清
初
入
閥
定
鼎
以
後
、
康
照
二
十
年
代
ま
で
は
漢
軍
、
以
後
乾
隆
末
ま
で
は
満

洲
、
そ
れ
以
後
は
漢
人
が
そ
れ
ぞ
れ
他
を
墜
し
て
い
る
。
漢
軍
を
満
洲
と
し
て

扱
っ

た
場
合
に
は
消
初
か
ら
乾
隆
末
で
は
満
が
多
数
任
用
さ
れ
、

嘉
慶
以
後
荷

末
ま
で
は
漢
人
の
任
用
が
多
数
と
な
っ
て
お
り
、
漢
軍
を
漢
に
入
れ
た
場
合
に

は
、
清
初
か
ら
乾
隆
初
ま
で
は
漢
の
方
が
多
数
で
あ
り
、
乾
隆
年
聞
は
満
が
多

数
、
嘉
度
以
降
清
末
ま
で
は
漢
の
任
用
が
多
数
に
な
っ
て
い
る
。

。
在
職
月
数
の
満
漢
比
率
。

4
・

噌

i
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満
洲
の
占
め
る
割
合
だ
け
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
蒙
古
の
占
め
る
割
合
は
低

く
な
っ
て
お
り
、
漢
人
の
占
め
る
割
合
は
さ
ら
に
減
少
し
て
お
り
、
漢
軍
の
占

め
る
割
合
の
み
は
か
な
り
増
大
し
て
い
る
。
そ
こ
で
漢
箪
を
満
に
入
れ
れ
ば
満

厚
漢
湾
と
な
り
、
漢
に
入
れ
る
と
批
判
部
漢
厚
と
な
り
、
渓
箪
の
扱
い
が
重
要
な

意
味
を
も
っ
。

。
満
漢
比
率
の
後
動
と
揃
漢
任
用
の
貫
態
。

漢
箪
を
鴻
洲
と
し
た
場
合
は
涌
厚
漢
詩
と
な
り
、
総
督
に
は
満
洲
を
任
用
し
た

こ
と
に
な
る
し
、
漢
軍
を
漢
と
し
た
場
合
は
、
満
泌
渓
厚
に
な
る
か
ら
総
督
に

は
漠
人
を
任
用
し
た
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

第
四
掌
巡
撫
満
漢
任
用
の
質
態

。
在
職
者
数
の
淵
漢
比
較
。

消
初
入
閥
定
鼎
以
後
康
問
…初
年
ま
で
は
瑛
寧
が
廊
-倒
的
で
康
照
十
年
以
後
は
大

税
制
出
入
が
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
満
洲
は
乾
隆
前
牢
の
約
三
十
年
間
首

位
を
占
め
た
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
大
き
く
満
漢
二
つ
に
大
別
す
る
と
、

漢
軍
を
糊
洲
と
し
て
扱
っ
た
場
合
に
は
、
消
初
以
来
乾
隆
年
間
の
宇
ば
ご
ろ
ま

で
は
渦
が
多
数
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
消
末
ま
で
は
漢
の
任
用
が
多
数
に
な
っ
て

い
る
。
漢
軍
を
漢
に
入
れ
た
場
合
に
は
、
渦
初
以
来

一
貫
し
て
漢
の
方
が
多
数

で
あ
り
、
中
ご
ろ
時
に
満
が
わ
ず
か
に
漢
を
越
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
な

‘U
 

。
在
職
月
数
の
瀬
渓
比
率

漢
軍
を
櫛
に
入
れ
る
場
合
に
は
約
五
%
の
聞
き
で
漢
が
多
く
、
漢
に
入
れ
る
と

握
倒
的
な
拭
側
諸
漠
鹿
げ
で
あ
る
。

。
減
漢
比
率
の
後
動
と
渦
漢
任
用
の
賞
態

漢
箪
を
満
洲
と
し
た
場
合
に
は
、
清
初
以
来
満
厚
漢
滞
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

し、

淡
町単
を
漢
人
に
し
た
場
合
に
は
、
清
一
代
を
通
じ
て
満
蒋
漢
厚
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
巡
撫
の
任
用
に
於
て
も
漢
軍
の
存
在
は
き
わ
め

て
微
妙
で
あ
っ
た
。

第
五
章
大
皐
土
・
協
緋
大
間
宇
土
任
用
の
質
態

。
在
職
者
数
の
満
漢
比
較

大
撃
士
任
用
が
満
漠
同
数
の
併
用
の
原
則
に
そ
っ
て
質
施
さ
れ
た
た
め
か
、
潟

漢
多
寡
は
僅
少
近
似
の
数
で
あ
り
、
そ
の
質
態
は
判
明
し
難
い
。

。
在
職
月
数
の
満
漢
比
較

吋供
ョみ
を
漢
に
入
れ
た
場
合
は
、
満
漢
同
数
の
併
用
の
原
則
に
近
い
が
、
満
穂
漠

厚
で
あ
る
。
漢
軍
を
批
判
に
入
れ
た
場
合
は
、
潟
制
的
例
用
の
原
則
か
ら
遠
ざ
か
る

が
、
繍
厚
漢
薄
で
あ
る
。

。
瀬
渓
比
率
の
曲
変
動
と
瀬
渓
任
用
の
質
態

薙
正
・
乾
隆
年
間
に
大
与
土

・
協
緋
大
型
土
任
期
に
お
け
る
満
漢
同
数
の
原
則

が
定
め
ら
れ
た
後
は
、
そ
れ
が
大
館
正
硲
に
維
持
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
に
於
て

も
、
入
閥
前
後
を
除
け
ば
、
満
漢
比
率
の
開
き
は
大
鰐
僅
少
に
と
と
ま
っ
て
い

た
c

さ
ら
に
蒙
古
が
満
洲
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
満
淡
同
級
を
維
持
す

る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
漢
中
阜
が
漢
人
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
渦
漢
同
数
が

堅
持
さ
れ
た
。
だ
か
ら
こ
こ
で
も
漢
軍
の
取
り
扱
い
が
焦
黙
で
あ
っ

た
。

第
六
掌
軍
機
大
臣
任
用
の
賞
態

。
在
職
者
数
の
櫛
漢
比
較

満
洲
と
漢
人
と
が
終
始
任
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
間
賞
初
の
時
期
は
満
洲
が
よ

り
多
数
で
あ
り
、
清
末
の
時
期
は
漢
人
が
よ
り
多
数
で
あ
っ
た
。

。
在
職
月
数
の
満
漢
比
率

満
洲
と
漢
人
が
そ
れ
ぞ
れ
囚
O
W
A
代
の
比
率
で
あ
っ
て
満
洲
の
方
が
よ
り
多
く

任
用
さ
れ
て
い
る
。
漢
軍
は
僅
少
で

0
・
二
%
で
あ
る
の
で
、
満
漢
い
ず
れ
に

入
れ
て
も
影
響
す
る
と
こ
ろ
は
大
し
た
こ
と
は
な
い
。
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。
満
漢
比
率
の
獲
動
と
満
漢
任
官
の
百
態

満
州
問
同
数
の
原
則
は
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
任
用
の
百
際
に
於
て
は
満

漢
均
衡
が
と
れ
て
い
た
。
た
だ
笛
初
よ
り
乾
隆
年
閉
ま
で
は
満
厚
漢
詩
で
あ
り

嘉
腹
以
降
清
末
ま
で
は
満
漠
交
互
に
多
寡
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
聞
に
は
極

端
な
へ
だ
た
り
は
な
い
。

第
七
章
部
院
大
臣
任
用
の
質
態

。
在
職
者
の
満
漢
比
較

漢
軍
を
漢
と
し
て
取
り
扱
う
場
合
の
方
が
繍
淡
同
数
に
近
く
な
り
、
減
漢
併
用

の
原
則
が
大
髄
質
施
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

。
在
職
月
般
の
満
淡
比
率

漢
寧
を
漢
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
満
漠
併
用
の
原
則
、
か
質
施
さ
れ
た
こ
と
が
よ

り
明
確
に
な
る
。

。
満
抽
出
比
率
の
嬰
動
と
任
用
の
質
態

清
初
順
治
初
年
満
漢
併
用
未
制
定
、
並
び
に
未
確
立
の
時
期
と
、
清
末
光
絡
末

年
の
部
補
設
並
び
に
渦
漢
併
用
綴
止
後
を
除
い
た
全
慢
の
問
、
漢
軍
を
泌
人
と

し
て
取
扱
っ
た
場
合
に
は
、
ほ
と
ん
ど

完
全
に
満
漢
併
用
が
賀
施
さ
れ
て
い

た
。
漢
寧
を
満
洲
と
し
て
取
扱
っ

た
場
合
に
は
、
満
漢
併
用
の
釘
施
は
充
分
で

は
な
く
、
批
側
厚
漠
叫
叫
の
欣
態
、
か
相
宙
あ
っ

た
。

第
八
章
満
漢
比
率
の
袋
動
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
指
摘
し
う
る
特
徴
と
し

て
、
次
の
三
貼
を
あ
げ
て
い
る
。

θ
漢
寧
は
消
初
四

O
W
A代
で
他
を
紙
一
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
漸
減
の
一
途
を
辿

り
、
乾
隆
以
降
さ
ら
に
激
減
し
て
い

っ
た
。

。
満
洲
は
清
初
よ
り
漸
櫓
し
て
乾
隆
前
牢
ピ

l
p
に
達
し、

後
牢
よ
り
漸
減
し

て
清
末
に
及
ん
だ
。

②
漢
人
は
、
笛
初
か
ら
漸
地
の
傾
向
を
と
っ
て
お
り
、
乾
隆
後
牢
に
は
四

O
U
A

支加
皮
年
聞
に
は
五

O
%代
、
道
光
末
年
以
後
は
六

O
WA代
に
達
し
て
い

仏、、る
。

次
に
こ
の
三
つ
の
傾
向
を
重
要
職
官
の
個
々
の
場
合
に
つ
い
て
鮎
検
す
る
。
そ

の
結
果
、
線
信
巡
撫
の
場
合
は
特
に
漠
軍
に
つ
い
て
漸
減
の
傾
向
が
顕
著
で
あ

る
の
に
針
し
、
満
洲
比
率
の
増
大
と
、
漢
人
比
率
の
漸
増
も
ま
た
明
確
に
認
め

ら
れ
る
。

次
に
こ
の
よ
う
な
満
漢
比
率
の
袋
動
と
満
洲
政
機
の
消
長
と
の
閥
係
に
つ

い

て、θ
漢
軍
は
消
初
に
於
て
は
、
清
朝
の
中
間
征
服
の
協
力
者
で
あ
り
、
そ
の
た
め

仕
途
に
於
て
も
特
別
待
遇
が
あ
っ
た
が
、

清
朝
の
中
国
支
配
の
確
立
と
共
に
、

漢
軍
に
し
て
重
要
職
官
に
任
用
さ
れ
る
者
は
、
科
翠
に
昨
応
じ
て
進
士
と
な
る
必

要
が
あ
っ

た
。
か
く
て
抽
出
軍
比
率
の
漸
減
は
そ
の
ま
ま
満
洲
政
権
の
確
立
を一亦

す
も
の
で
あ
っ
た
。

③
満
洲
比
率
の
治
大
し
て
い
る
時
期
は
、
満
洲
の
た
め
の
特
別
仕
途

(筆
帖
式

・
侍
術
等
〉
が
最
高
比
率
で
綴
泊
し
て
い
る
時
期
と
一
致
し
て
い
る
が、

満
洲

比
率
が
漸
減
し
は
じ
め
る
時
期
は
、

特
別
仕
途
の
比
率
が
低
下
し
、

進
士
の
比

率
を
主
と
す
る
そ
の
他
の
比
率
が
こ
れ
に
と

っ
て
代
る
時
期
と

一
致
し
て
い

る
。

②
渓
人
比
率
の
掛
川
抽
帽
を
そ
の
出
身
地
域
の
分
類
に
よ
り
検
討
す
る
と
、

江
蘇
を

中
心
と
す
る
江
南
諸
省
の
地
域
と
、

直
殺
を
中
心
と
す
る
北
方
議
省
の
地
域
と

が
二
大
中
心
地
域
を
な
し
て
お
り
、
特
に
前
半
引
が
断
然
他
を
座
し
て
い
る
。
但

し、

督
傑
の
場
合
は
、
後
半
に
湖
南
・

安
徽
出
身
者
が
多
く
な
る
。
こ
れ
を
仕

途
に
よ
り
分
類
す
れ
ば
、
軍
功
、
が
大
学
で
あ
り
進
士
が
僅
か
で
あ
る
。
つ
ま
り

漢
人
は
進
士
に
よ
ら
な
く
て
も
仕
途
の
道
が
開
け
た
こ
と
に
な
る
。

@
氏
は
結
論
と
し
て
、
満
洲
政
機
の
確
立
と
共
に
漢
箪
比
率
が
漸
減
し
、
満
洲
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政
織
の
安
定
と
共
に
満
洲
比
率
が
増
大
し
、
瀬
川
州
政
権
の
衰
退
と
共
に
漢
人
比

率
が
漸
増
し
て
い
っ
た
鮎
に
注
目
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
清
代
重
要
職
官
満
漢
比

率
の
獲
動
は
、
そ
の
ま
ま
満
洲
政
権
の
消
長
を
物
語
っ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ

る。
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さ
て
本
篇
を
通
鎖
し
て
の
感
想
を
述
べ
れ
ば
、
漢
洲
王
朝
の
支
配
の
貫
態
を

分
析
す
る
た
め
に
、
氏
が
重
要
職
官
の
満
漢
比
率
を
金
時
代
に
亙
っ
て
明
ら
か

に
さ
れ
た
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
貼
本
著
の
債
値
は
偉
大
で

あ
る
。
特
に
氏
の
分
析
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
清
初
に
お
け
る
漢
軍
の
重

用
、
中
期
に
お
け
る
湖
洲
官
僚
の
増
加
、
後
期
に
お
け
る
漠
人
官
僚
の
進
出
の

賞
態
に
附
し
て
は
、
今
ま
で
清
代
史
研
究
者
が
概
略
的
に
述
べ
て
い
た
の
を
統

計
の
上
で
貰
議
さ
れ
た
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
ま
た
そ
の
背
景
と
し
て
考
設

さ
れ
た
氏
の
指
摘
も
的
を
得
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
精
密

な
質
讃
に
も
拘
ら
ず
、
今
一
つ
消
代
政
治
機
構
に
つ
い
て
の
ダ
イ
ナ
ミ
y

ク
な

措
潟
が
み
ら
れ
な
い
鮎
が
、
讃
者
に
一

沫
の
も
の
足
り
な
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

こ
れ
は
一
つ
に
は
氏
の
清
代
政
治
機
力
機
構
に
つ
い
て
の
把
握
の
仕
方
に
起
因

す
る
も
の
で
あ
る
。
尤
も
氏
も
清
代
政
治
権
力
機
構
に
は
、
前
代
か
ら
の
中
国

一
専
制
維
力
機
構
と
、
満
洲
族
固
有
の
組
織
と
を
繕
承
し
た
面
が
あ
る
こ
と
を
想

定
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
が
清
朝
成
立
以
後
ど
の
よ
う
に
歴
史
的
に
展
開
し

た
か
と
い
う
こ
と
の
観
鮎
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
清
朝
は

満
洲
族
固
有
の
文
化
を
竪
守
し
つ
つ
も
、
一
方
で
は
満
洲
族
固
有
の
部
族
組
織

を
入
閥
後
徐
々
に
解
消
し
て
中
国
式
な
濁
裁
楢
力
機
構
に
愛
質
し
て
い
っ
た
鮎

を
確
認
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
政
治
機
構
の
特
質
は
理
解
し
得
な
い
で
あ

ろ
う
。
吾
々
は
清
朝
幽
家
地
力
機
構
を
分
析
す
る
場
合
、
少
く
と
も
薙
正
以
降

は
征
服
王
朝
と
し
て
の
説
貼
よ
り
以
上
に
濁
裁
櫨
力
闘
家
と
し
て
の
特
質
に
注

目
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
尤
も
氏
が
精
細
な
分
析
を
通
し
て
一示
さ
れ
た
薙
正

-
乾
隆
年
間
に
お
け
る
任
官
の
満
厚
漢
薄
の
事
賞
、
更
に
そ
の
仕
途
に
お
け
る

満
洲
官
僚
の
優
遇
廃
置
等
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
期
に
於
て
清
朝
は
征
服
王
朝
と

し
て
の
色
彩
、
が
濃
厚
で
あ
っ
た
と
一
路
言
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
一
方
で
は
薙

正
|
乾
隆
期
は
、
清
朝
が
入
閥
前
後
か
ら
徐
々
に
中
闘
の
仰
統
的
な
統
治
形
態

を
参
酌
し
整
備
し
て
き
た
官
僚
機
構
が
完
成
し
た
時
期
で
も
あ
る
。
従
っ
て
任

官
に
お
け
る
満
厚
漢
薄
の
事
象
の
み
で
清
朝
濁
裁
織
力
の
賓
態
は
把
握
で
き
な

い
と
い
え
よ
う
。

次
に
氏
が
満
漢
比
率
を
考
察
す
る
上
で
漠
軍
の
取
り
扱
い
が
問
題
と
な
る
と

言
わ
れ
る
が
、
氏
の
分
析
結
果
か
ら
み
れ
ば
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ

そ
の
取
り
扱
い
と
な
る
と
、
氏
は
漢
軍
が
嘗
初
に
於
い
て
批
判
洲
王
朝
に
積
極
的

に
貢
献
し
た
こ
と
と
、
そ
れ
が
任
用
に
現
わ
れ
て
い
る
貼
に
よ
り
満
洲
に
入
れ

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
被
銭
が
弱
い
と
思
わ
れ
る
。
入

腕
前
後
の
一
時
期
は
と
も
か
く
、
そ
の
後
は
漢
箪
は
全
く
漢
人
官
僚
と
そ
の
任

官

・
昇
進
に
於
て
愛
ら
な
く
な
っ
て
い
る
し
、
清
朝
も
漢
軍
を
漢
人
と
し
て
扱

う
こ
と
に
よ
っ
て
満
漢
同
数
併
用
の
原
則
を
賀
行
し
て
い
た
と
な
る
と
、
や
は

り
漢
人
と
し
て
取
り
扱
う
の
が
安
笛
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

満
漢
比
率
に
お
い
て
漢
人
の
数
が
槍
加
し
て
も
濁
裁
地
力
機
構
に
は
何
ら
係
り

の
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
吾
々
が
氏
の
分
析
で
尤
も
興
味
深
い
の
は
、

θ
は
仕
途
に
よ
る
官

界
進
出
の
原
則
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
満
人
の
場
合、

侍
衡

・
筆
帖
式
よ
り
重
要
職
官
に
抜
擢
さ
れ
る
昇
進
コ

l
ス
が
あ
っ
た
こ
と
、

の
ち
は
満
人
も
科
試
を
経
由
す
る
比
率
が
増
加
し
て
き
た
こ
と
、

。
漢
人
巡
撫

の
出
身
地
を
分
析
さ
れ
、
江
南

・
直
線
が
二
大
中
心
地
で
あ
る
こ
と
と
、
の
ち

に
な
っ
て
湖
南
が
増
加
し
て
き
た
こ
と
と
、
そ
の
任
官
が
必
ず
し
も
科
試
を
へ

な
く
な
っ
て
き
た
等
の
指
摘
で
あ
る
。
特
に
ん》
は
消
代
の
督
御
地
力
の
笈
態
を
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探
る
上
に
極
め
て
重
要
な
指
摘
で
あ
り
、
こ
れ
ζ

そ
清
明
地
力
の
推
修
に
係
る

重
要
な
間
短
で
あ
る
。
以
上
で
木
筋
に

つ
い
て
の
感
想
を
終
り
、
次
に
附
編

「
清
代
総
旗
兵
制
の
研
究
」
に
移
ろ
う
。

こ
の
編
は
紙
面
の
都
合
上
、
各
章
に
亙
る
氏
の
論
理
を
整
理
し
つ
つ
私
見
を

述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

氏
は

「
線
級
兵
制
の
特
質
」
(
第
七
章
)
の
中
で
清
代
の
線
旗
兵
制
は

①

中
閲
兵
制
史
上
に
お
け
る
歴
代
兵
制
の
系
譜
に
つ
ら
な

っ
て
い
る
こ
と
、

②
ま

た
満
洲
王
朝
治
下
に
お
け
る
漢
人
の
諸
政
参
闘
争
の
一
環
と
し
て
存
在
し
て
い
る

も
の
と
し
て
線
括
さ
れ
る
。

ま
ず
①
に
附
し
て
は
「
術
所
制
度
の
行
方
」
(
第
二
章
)
で
明
代
の
兵
度
合

一
的
機
能
を
も
っ
術
所
制
が
、
清
代
に
入
っ
て
そ
の
機
能
の
喪
失
と
共
に
裁
汰

さ
れ
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
、

「
紘
旗
兵
制
の
背
景
」
(
第
六
章
)
で、

十
七
世
紀
中
葉
以
来
の
兵
良
一
致

・
兵
良
分
縦
一陶
論
に
つ
い
て
の
べ
る
と
共

に
、
清
朝
が
兵
山成
分
雌
の
原
則
を
採
用
し
た
背
景
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
る
。
そ

の
理
由
と
し
て、

G
は
入
制
定
鼎
以
来
の
旺
盛
な
る
満
洲
王
朝
の
政
治
地
力
、

②
は
明
代
術
所
制
度
の
存
納
不
可
能
の
欣
態
、

②
は
笛
時
の
中
倒
祉
曾
経
済
の

努
化
殺
展
が
兵
能
分
縦
を
促
進
し
た
と
言
わ
れ
る
。

次
に
②
に
闘
し
て
は
、

「
線
旗
丘
一
制
の
概
槻
」
(
第
一
章
)
で
、
線
旗
兵
制

は
制
度
に
お
い
て
一
際
楚
備
し
た
も
の
で
あ
っ

た
が
、
賞
態
に
お
い
て
有
名
無

賞
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
理
由
は
異
民
族
統
治
下
の
漢
人
軍
隊
と
し

て
、
線
旗
丘
一
は
清
朝
に
射
し
て
心
か
ら
の
忠
誠
心
を
懐
い
て
い
な
か
っ
た
こ

と
、
寧
ろ
そ
の
織
力
を
か
り
て
民
衆
に
の
ぞ
ん
だ
こ
と
、
最
低
の
給
興
と
相
侯

っ
て
最
低
の
厨
が
兵
に
臨
応
募
し
た
こ
と
な
ど
を
あ
げ
ら
れ
る
。
「
線
旗
兵
制
の

制
定
」
(第
三
章
〉
で
は
、
総
旗
兵
は
制
定
笛
初
か
ら
無
制
の
師
と
い
う
そ
し

勺
を
う
け
た
が
、
清
朝
は
そ
れ
を
一
向
に
改
革
せ
ず
地
方
的
小
規
模
の
治
安
維

持
的
放
出ポ
を
も
っ
て
満
足
さ
せ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
「
戟
時
の
線
旗
兵
制
」

(
第
四
章
)
で
は
、

線
旗
丘
(
を
軍
隊
と
し
て
は
じ
め
て
積
極
的
に
起
用
し
た
の

は
三
藩
の
飢
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
目
的
は
八
旗
兵
の
威
力
を
温
存
す
る
た
め

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

「
卒
時
の
線
旗
兵
制
」
(
第
五
章
)
で
は
、
清
代
の

織
成
丘
(
は
あ
ら
ゆ
る
治
安
維
持
に
任
じ
た
た
め
、
本
来
の
軍
事
的
訓
練
演
習
を

怠
り
、
砂
白
伍
駿
弛
し
て
軍
事
的
能
力
の
低
下
を
来
た
す
結
果
を
生
じ
た
こ
と
、

か
つ
ま
た
治
安
維
持
の
名
の
も
と
に
恐
喝
劫
財
等
で
地
方
を
援
し
た
の
で
、
地

方
民
の
不
信

・
蔑
視
と
を
招
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。

以
上
、
こ
の
篇
に
お
け
る
氏
の
論
貼
を
要
約
し
た
が
、
全
般
的
な
問
題
と
し

て
氏
は
線
営
軍
制
の
否
定
的
側
而
の
み
を
強
調
し
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
確
か
に
氏
の
指
摘
す
る
ご
と
く
総
管
軍
は
成
立
笛
初
か
ら
腐
敗
し
た

檀
質
を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
整
備
し
て
濁
裁
権
力
の
傭
兵
箪
に
仕
立
て
よ

う
と
す
る
試
み
も
な
さ
れ
た
貼
は
無
視
し
得
な
い
。
従
っ
て
笛
初
は
と
も
か
く

線
省
軍
が
箪
な
る
八
旗
を
淑
存
す
る
た
め
の
軍
制
で
あ
る
と
か
、
ま
た
単
な
る

地
方
の
治
安
維
持
的
数
果
を
目
的
と
し
た
軍
制
で
は
な
く、

消
朝
開
側
裁
機
力
に

奉
仕
す
る
常
的
軍
で
あ
っ

た
貼
を
見
逃
す
こ
と
は
出
米
な
い
で
あ
ろ
う

(拙
稿

「
准
正
川畑
を
中
心
と
し
た
は川
代
総
省
軍
制
に
闘
す
る
一
考
察
」
『
東
洋
史
研
究
』

第
三
十
回
答
第
三
腕
参
照
)
。

次
に
氏
が
線
省
軍
は
丘
(
農
分
断
論
に
立
つ
軍
制
と
し
て
成
立
し
た
所
以
を
思

想
・
経
済
等
と
の
閥
巡
で
説
明
さ
れ
て

い
る
の
は
甚
だ
興
味
深
い
。
し
か
し
何

故
そ
の
よ
う
な
軍
制
が
清
朝
に
な
っ
て
成
立
し
た
か
と
い
う
問
題
に
な
る
と
氏

の
説
明
で
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
尤
も
こ
れ
は
氏
の
責
任
と
い
う
よ
り
明

清
政
治
思
想
史
や
枇
曾
経
済
史
に
お
け
る
研
究
の
成
果
が
十
分
で
な
い
こ
と
が

理
由
と
な
っ
て
い
る
。
明
代
の
術
所
制
、か
鼠
壊
し
て
清
朝
の
線
旗
制
が
成
立
し

た
背
景
と
し
て
軍
制
の
理
念
・
機
構

・
財
政
・
兵
備
等
の
諮
問
題
に
つ
き
十
分

。。



に
検
索
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
氏
が
本
篇
結
章
で
今
後
の
課
題
と
し
て
、
瀦
漢
比
率
の
獲
動
を
生

み
出
し
た
清
代
の
歴
史
の
複
雑
な
動
向
を
、
さ
ら
に
綿
密
に
分
析
し
検
討
し
て

い
く
た
め
に
は
、
向
島
ナ
の
人
々
の
幅
賢
い
研
究
と
そ
の
線
合
に
侠
た
ね
ば
な
ら

な
い
と
述
べ
て
い
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
緑
営
軍
制
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
こ
そ
清
朝
政
治
史
研
究
者
に
諜
せ
ら
れ
た
共
通
の
問
題
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
筆
者
は
先
に
清
朝
軍
制
史
の
研
究
動
向
(
「
清
朝
軍
制
の
覚
書
」

『
東
洋
史
研
究
』
第
三
十
二
谷
第
一
一
誠
)
を
公
表
し
た
が
、
次
の
課
題
と
し
て

清
朝
官
僚
制
の
研
究
動
向
を
考
察
す
る
滋
定
で
あ
り
、
氏
の
提
示
さ
れ
た
問
題

に
つ
き
い
さ
さ
か
な
り
と
も
貢
献
で
き
れ
ば
幸
甚
か
と
思
っ
て
い
る
。

以
上
、
本
著
の
書
評
が
紹
介
と
感
想
に
彩
っ
た
の
は
一
つ
に
は
氏
の
検
設
さ

れ
た
個
々
の
内
容
が
徐
り
に
も
膨
大
で
、
一
々
検
討
す
る
時
間
的
徐
裕
が
な
か

っ
た
た
め
で
あ
り
、
こ
の
鮎
心
苦
し
く
思
っ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ

に
も
拘
ら
ず
本
著
を
取
り
あ
げ
た
の
は
、
本
者
が
清
代
官
制
の
研
究
者
に
と
っ

て
必
須
の
箸
作
だ
け
に
な
る
べ
く
早
く
そ
の
内
容
の
梗
概
を
明
ら
か
に
し
た
か

っ
た
こ
と
と
、

今

一
つ
は
氏
の
研
究
調
角
に
封
し
て
筆
者
な
り
の
私
見
を
の

べ
、
氏
を
始
め
清
代
史
研
究
者
の
御
批
剣
を
仰
ぎ
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
尤

も
そ
の
私
見
が
或
は
氏
の
真
意
を
十
分
眠
鴨
せ
ず
曲
解
し
て
い
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
そ
の
鮎
は
御
海
容
を
賜
り
た
い
。
今
後
氏
、
が
本
箸
の
研
究
の
中
で
提
示

さ
れ
た
諸
問
題
に
つ
き
一
層
研
究
を
深
め
ら
れ
る
と
共
に
、
筆
者
を
始
め
後
回
宇

の
た
め
に
よ
き
示
唆
を
輿
え
ら
れ
ん
こ
と
を
切
に
祈
る
も
の
で
あ
る
。

(
大
谷
敏
夫
)
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誌
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研
究
所
で
考
古
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を
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者
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フ
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の
歴
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事
修
士

E
z
h
s
h自
国

2
。司

E
巾円民国

H
E可
問
の
祭
位
論
文

で
、
「
十
二
世
紀
女
真
の
冶
金
と
金
属
加
工
|
シ
ャ
イ
ガ
域
社
の
調
査
資
料
に

よ
る
|
」
と
い
う
表
題
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
プ
リ
モ

l
リ
エ
地
方
の

シ
ャ

イ
ガ
域
社
(
〉
言
白
内
言
明
告
白
に
巨
回
昨
日
河
と
い
う
地
名
が
あ
り、

形
容
詞

形
の
巨
白
酔
『
国
z
n
R
O
巾
は
こ
れ
か
ら
汲
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
)
か
ら

出
土

し
た
金
代
の
北
東
地
域
の
女
員
の
遺
物
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
金
属
生
産
と
加

工
の
方
法
と
技
術
を
明
ら
か
に
し
た
考
古
事
の
研
究
論
文
で
あ
る
。

前
半
部
分
で
は
、
シ
ャ
イ
ガ
域
社
で
の
溶
解
鏑
そ
の
他
の
生
産
設
備
と
金
属

製
品
の
褒
掘
状
況
が
、
後
宇
部
分
で
は
、
化
事
分
析
や
顕
微
鏡
分
析
等
を
使
っ

た
遺
物
の
分
析
の
結
果
が
、
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、

後
牢
の
科
聞
学

的
分
析
の
感
用
は
、
金
代
女
呉
の
遺
物
に

つ
い
て
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
、
我
々
は
、
金
代
女
真
の
金
属
生
産
と
加
工
の
方
法
と
技
術
に
つ

い
て
、
最
初
の
科
準
的
な
知
識
を
え
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
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